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1 面
同和問題 を正しく理解し よ

う

2 面
自分の問題として同和問題を考

えよう・同封審答申について

同
和
問
題
を

正
し
く
理
解
し
よ
う

卜二月四日から十日までは人権週間です。憲法

が、国民は法のもとに平等であり、差別されない

と定めてから三十余年の今日、まだ基本的人権を

完全に保障されていないλたちがいるのです。同

和問題を私たちの問題として
考え、解決に努力し

ていきましょう。

憲

法

と

人

権

すべでの人が。生まれながらにし

て自由であ刀、平等であることは、

私たちにとって当然の願いです。

また、入は誰でも、自らの意志で

より幸せな、生きがいのある生活を
送りたいと願っでいます。

人間の持って
いる当然の願望を実

現するために、欠くこ
とので
きない

権利が「
λ権」で
あるわけです。

憲法では、国民の権利として、た

くさんのこ
とを規定しています。参

政権をはし
めとしで、入間にとって

基本的な権利を、つよく明確に定め

でいます。
特に、第十一
条では、国民はすべ

ての基本的入権の享有を妨げられな

いとし
、この憲法が国民に保障する

基本的λ権は、侵すことのできない
永久の権利で
あり、現在およ
び将来

の国民に与えられると規定しで
、人

権は、だれからも侵されない、また

侵しではならない、永久不変の基本
的な権利で
あることを明記しでいま

す。第十四条には、すべての国民は入

楝、信条、性別、社会的身分または

門地によっで、政治的、経済的、社

会的関係において
差別されないと規

定し、平等の大原則を宣言して
いま

す。私たちは、この法をもととし、λ

権につ
いて十分な理解と認識とをも

って、お互に入権を尊重しあい、と

もに力を合せて自由で平等な基本的

権利を守って
いかなければなりませ

ん。

同
和
問

題

と
人

権

すべでのλ
が平等であり、自由で

あるこ
とは、憲法で保障された基本

的入権です。

ところ
が、同じ日本λでありなが

ら、被差別部落で生まれ育つたとい

うだけで
。いわれのない差別をうけ

て
、いちしるしくλ権を侵されて
い

る人々
が、現在もいるのです。

最近でも、全国の同和地区
(被差

別部落
)の所在と新旧両地名および

世帯数などが記載された「
地名総鑑」

が発行され、購人した企業があると

いう事件がありまし
た。

発行者は、‘いまも根強く残って
い

る部落差別や社会不安、不況に目を

つけ、これを企業に売っで金もうけ

をしようとしたものです。このこと

は、会社のλ事担当者に送られた案

内書のなかで、企業の採用や人事管

理に利用することをすヽ
めて
いるこ

とからも明らかです。

この種の図書等が広ぐ発行され利

用された場合、同和地区の出身者の

就職の機会均等に重大な影響を及
ぼ

すばかりで
なく、結婚問題など種々

の差別をひきおこす恐れがあります。

また東京
A区では、結婚差別事件も

発生しでいます。

誰でも保障されでいるはずの、職

業をえらぶ自由や、結婚の自由など

の基本的権利
が、同和地区の出身者

だというだけで、いち匕るしく侵害

されているのです。

入間の生存にかかわる重大な入権

問題、社会問題が「
同和問題」なの

です。

同
和
地
区

は
な
ぜ

出
来
た
か

江戸時代徳川幕府は、民衆が団

結し支配者に反抗したり、新しい

支配者が出ることがないようにと

身分を定め世襲制としました。

武士を一
番上の身分とし、その

下に民衆が、農・工・商「
エ
タ」「
非

人」の順で置かれました
'

年貢をより多くとり立てるため

に
。農民を一
番上に置き、最下層

に「
賎民」を置いで、自分たちよ

りもまだ下の身分の者がいるんだ

ということで、農・
工・
商の人た

ちの不
満をやわらげ、抵抗をなく

す方法がとられたのです。

呼称も「
エ
タ」「
非人」とし、

生活条件の悪い場所に住まわせた

り、賤しいとされた職業を強制し

たわけです。『
非人』
は最下
級で

すが、足洗いといっで、もとの身

分に戻れるようにし、その上の「

エタ」はいつまでも「
エ
タ」だっ

たので、「
非人」と「
エタ」の対立

は続いでいるなど、互に争うよう

に組立て
られて
いたのです。

このように同和地区は、時の支

配者によって、人為的政治的に作

られたものです。

近代になり明治四年に解放令が
出されましたが匸
尸籍には「
新平

民」などと書くように定められ、

差別をなくすための特別な施策は、

なにもされませんでし
た。
(現在の

戸籍には勿論このような表示はあ

りません。
)

かえっで
、今までなかっ
た兵役

や税金
が、平民になっ
たの
だから

と、新しく課せられました。

国がこうした方針をとっ
たのは、

遅れで近代社会の仲間入りをした

日本が厂外国に早く追いつくよう

にと、富国強兵の政策をとるうえ

で、低賃金で
働くλ
が必要だっ
た

からです。そうし
たλび・とにとっ

で、仕事も満足にない部落の存在

は、自分達の方
がまだましなのだ

と思えたのでした。

差
別

と

は

差別とはどんなことでしょう。

同和対策審議会が行なっ
た答申に

は、差別として次のようなもの
が

あるとしでいます。

一つ
は、心理的差別です。人々

の観念や意識の

うちに潜在する

差別。たとえば、

言葉や文字でい

やしんだり、さ

げすんだりする。

非合理な偏見や

嫌悪の感情によ

っで
、結婚や交

際を拒んだり、就職をことわっ
た

りするなどの行動にあらわれる差

別です。
二つには、実態的差別です。同

和地区の入々
の生活実態にあらわ

れる差別。たとえば、極めて悪い

生活環境、近代化されない産業機

構、低い教育水準、不安定な低質

金による生活苦などの差別です。

二つの差別は、相互に何らの閧

係がないという

ものではなく、

心理的差別が原

因となって、実

態的差別をつく

り、反面、実態

的差別が原因と

なっで、心理的

差別を助長する

といっ
た、差別を再生産する悪循

環をくり返していくのです。

人がλを差別する。時には生死

にまで
かかわる差別は、一
日も早

くなくさなければなりません。

同
和
問
題

の
解

決

現
在日本は、民主主義国家として

力強い前進をつ
づけで
います。自由

で
あり平等であるという私たちの
基

本的権利は、確実に守られ生活して

行けると、誰でも考えて
います。し

かし、実際にはまだ差別
が残されで

いるのです。

国では、同和行政の重要性を考え

昭和三十六年十二月、内閣総理大臣

が同和対策審議会に対し「
同和地区

に関する社会的及び経済的な諸問題

を解決するための基本的方策」につ

いて
諮問しました。

昭和四
十年八月、同和対策審議会

が答申を行ないました。これが同対

審答申といわれるものです。答申を

受けて
、昭和四
十四
年、同和対策事

業特別措置法が制定されました。

この法律は、国や地方公共団体が

「
対象地域における生活環境の改善

社会福祉の増進、産業の振興、職業

の安定、教育の充実、・入権ようご活

動の強化等をはかることによって
。

対象地域の住民の社会的経済的地位

の向上を、不当にはばんで
いる諸要

因を解消すること」を目標にしでい

ます。そして『
国や地方公共団
体は、迅

速に計画的に同和事業を推進するこ

と』を義務づけるとともに「
すべて

国民は、同和対策事業の本旨を理解

して
、基本的入権を尊重するととも

に、同和対策事業の円滑な実施に、

協力するよう努めなければならない・
と同和問題の解決は、国民的課題で

あることを示しでいます。

部落差別は、私たちの身近で現在

も続いているのです。同じλ間であ

りながら、生まれた場所によっで
。

誰にで
も保障されで
いるはずの基本

的入権を、著しく侵害されて
いる人

がいるのです。

この同和問題の解決は、国、都。

区そしで区民が】体となっで
努力す

れば、必ず達成できるものと考えて

います。
私たちの区でも。いろいろな同和

対策事業を行なっています。

区民の皆さんにも、この施策につ

いて十分
ご理解をいただき、ご協力

くださるようお願いします。

同
和
問
題
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
せ
は
、
区
役
所
同
和
対
策
担
当
ま
で
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自分の問題として
同和問題を認識しよう

『
い
ま
の
民
主
々
義
の
世
の
中

に
、
部
落
差
別
な
ん
て
、
聞
い

た
こ
と
も
な
い
』

「
こ
の
東
京
に
今
頃
部
落
差
別

な
ん
て
・・
ご

と
お
考
え
の
方
が

い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
一
昨
年
、
都
内
の
A

区
で
起
き
た
、
娘
の
結
婚
を
心

配
し
た
母
親
の
差
別
事
件
を
中

心
に
、
こ
の
問
題
を
考
え
で
み

ま
し
ょ
う
。

身
近な

結
婚
差
別

の
実
態

A
区
の
母
親
が
、
B
市
に
住
む
青
年
と

娘
が
、
(
ワ
イ
旅
行
で
知
り
合
い
交
際
を

続
け
、
結
婚
に
進
む
の
で
は
な
い
か
と
心

配
し
、
青
年
の
身
元
調
査
を
興
信
所
に
依

頼
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
知
っ
た
青
年
は
、
父
が
被
差
別

部
落
出
身
で
あ
る
こ
と
、
差
別
の
不
当
性

な
ど
を
涙
な
が
ら
に
娘
の
母
親
に
訴
え
ま

し
た
。

こ
れ
を
聞
い
で
、
娘
は
「
心
を
動
か
さ

れ
同
情
し
た
」
よ
う
で
す
が
、
母
親
は
。

「
大
変
驚
き
、
家
中
で
悩
み
」
「
こ
の
縁

談
に
は
反
対
」
を
表
明
し
、
さ
ら
に
青
年

の
出
身
や
親
族
関
係
を
確
か
め
る
た
め
、

本
籍
地
の
C

市
に
二
度
に
わ
た
っ
て
戸
籍

騰
本
の
交
付
を
請
求
し
ま
し
た
。

C
市
で
は
騰
本
は
交
付
で
き
な
い
旨
返

事
を
す
る
と
同
時
に
、
結
婚
差
別
で
自
ら

命
を
絶
つ
例
も
あ
る
た
め
、
事
態
を
重
視

し
。
両
親
の
説
得
と
事
実
調
査
の
た
め
幹

部
職
貝
を
特
使
と
し
て
東
京
の
A
区
に
派

遣
し
ま
し
た
。

こ
の
C
市
と
A
区
の
説
得
に
対
し
て
母

覩
は
、
部
落
差
別
が
現
存
す
る
社
会
を
認

め
、
だ
か
ら
こ
そ
娘
が
犠
牲
に
な
る
こ
と

は
な
い
、
と
結
婚
を
認
め
ず
、
さ
ら
に
輿

信
所
に
部
落
調
査
を
依
頼
す
る
の
は
常
識

だ
、
と
主
張
し
ま
し
た
。

こ
の
事
件
は
そ
の
後
の
調
査
で
青
年
と
娘

は
結
婚
を
前
提
と
し
た
交
際
で
は
な
か
っ
た

こ
と
、
母
親
が
差
別
の
悲
惨
を
知
り
な
が
ら
、

自
分
も
差
別
者
に
な
っ
で
い
る
認
識
が
な
い

こ
と
、
な
ど
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

こ
こ
が

問
題
(差
別
)

な
の
で
す

こ
の
事
件
で
問
題
(
部
落
差
別
)
と
な

る
と
こ
ろ
は
、
母
親
の
C
市
長
に
あ
で
た

手
紙
や
、
市
役
所
幹
部
の
説
得
に
対
し
て

行
な
っ
た
発
言
な
ど
か
ら
次
の
よ
う
に
指

摘
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

▽
部
落
出
身
者
を
結
婚
対
象
か
ら
排
除
す

る
た
め
、
興
信
所
に
調
査
依
頼
を
し
、

戸
籍
謄
本
の
請
求
を
し
た
こ
と
。

▽
青
年
か
ら
「
出
身
者
」
だ
と
聞
き
。
大

変
驚
き
、
家
中
で
悩
ん
で
結
婚
に
反
対

し
た
こ
と
。

▽
娘
が
出
身
者
と
結
婚
す
れ
ば
妹
達
の
結

婚
に
も
さ
し
さ
わ
る
、
と
い
う
発
言
。

▽
部
落
に
対
す
る
差
別
は
な
く
な
ら
な
い

だ
か
ら
娘
が
犠
牲
に
な
る
こ
と
は
な
い

と
い
う
考
え
に
基
づ
く
行
動
。

こ
の
ほ
か
ま
だ
数
々
の
問
題
発
言
が
あ
り

ま
す
が
、
い
ず
れ
も
母
親
の
幼
い
頃
に
見
聞

し
た
と
き
に
植
え
つ
け
ら
れ
た
根
強
い
差
別

覿
念
、偏
見
が
そ
の
根
底
に
あ
っ
た
の
で
す
。

差
別
を

なく
す

た
め
に

関
係
市
区
は
協
議
の
う
え
こ
の
事
件
を

「
露
骨
な
差
別
観
念
か
ら
、
幸
せ
に
生
き

て
い
く
(
青
年
や
家
族
の
)
基
本
的
入
権

を
侵
害
し
た
悪
質
な
差
別
事
件
で
あ
る
」

と
認
定
し
、
当
事
者
に
対
す
る
指
導
、
啓

も
う
を
何
回
と
な
く
行
な
い
ま
し
た
。

最
初
は
反
抗
的
態
度
で
応
じ
な
か
っ
た

母
親
も
、
区
の
熱
心
な
指
導
に
よ
っ
で
、

そ
の
後
自
分
の
差
別
的
意
識
の
誤
り
を
反

省
し
、
自
か
ら
参
考
図
書
を
購
入
し
、
正

し
い
同
和
問
題
と
基
本
的
人
権
に
つ
い
て

認
識
を
深
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
差
別
事
象
は
単
に
A
区
だ

け
で
は
な
く
、
ど
こ
に
で
も
起
り
得
る
と

思
い
ま
す
。
そ
こ
で
部
落
差
別
の
な
い
社

会
を
実
現
す
る
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ

い
で
し
ょ
う
か
。

第
一
に
正
し
く
同
和
(
部
落
)
問
題
を

認
識
す
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
歴
史
や
現

実
の
な
か
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
れ
に
よ
っ
で
理
由
の
な
い
偏
見
を
払
拭

し
ま
し
ょ
う
。
し
か
し
学
習
だ
け
の
知
識

の
み
で
は
か
え
っ
で
差
別
の
助
長
に
な
り

か
ね
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
第
二
に
、
差
別
を
許
さ
な
い
人

間
に
ま
で
自
己
を
高
め
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
差
別
を
許
す
こ
と
は
、
人
間
を
冒
演

し
た
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

そ
し
て
国
民
一
人
ひ
と
り
が
自
か
ら
の

問
題
と
し
て
こ
れ
を
理
解
し
、
積
極
的
に

入
権
を
守
る
入
間
と
し
て
行
動
す
る
こ
と

が
差
別
を
な
く
す
る
た
め
に
期
待
さ
れ
る

の
で
す
。

ふ
る
さ
と
　

丸
岡
忠
雄

。ふ
る
さ
と
を
か
く
す
″
こ
と
を

父
は

け
も
の
の
よ
う
な
鋭
さ
で
覚
え
た

ふ
る
さ
と
を
あ
ば
か
れ

ふ
た
た
ぴ
か
え
ら
ぬ
友
が
い
た

ふ
る
さ
と
を
告
白
し

許
婚
者
に
去
ら
れ
た
友
が
い
た

わ
が
子
よ

お
ま
え
に
は

胸
張
っ
て
ふ
る
さ
と
を
名
の
ら
せ
た
い

瞳
を
あ
げ
　
何
の
た
め
ら
い
も
な
く

。こ
れ
が
私
の
ふ
る
さ
と
で
す
‘
と
名
の
ら
せ
た
い

東京都教育委員会編集発行

「み んなの幸せをもとめて」より

同
和対
策

審
議
会
の

答

申

に

つ

い

て

区
民
の
皆
さ
ん
に
同
和
問
題
を
正
し
く
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
同
和
対
策
事
業
推
進
の
も
と
に
な
っ
た
「
同
和
対
策
審
譲
会

答
申
」
が
ど
う
し
て
で
き
た
か
、
ど
ん
な
内
容
な
の
か
を
、
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
ご
ら
ん
の
う
え
同
和
問
題
に
つ
い
て
ご
理
解
ご
協

力
く
だ
ざ
る
様
お
願
い
し
ま
す
。

答
申
が

で
き
る
ま
で

昭
和
三
1
・二
年
一
月
>
。十
四
日
東
京
の

四
谷
に
あ
る
主
婦
会
館
で
、
部
落
解
放
史

上
は
じ
め
て
、
政
府
、
政
党
、
民
間
団
体

文
化
λ
の
各
代
表
が
参
加
し
て
部
落
解
放

国
策
樹
立
要
請
国
民
会
議
が
結
成
さ
れ
、

政
府
や
国
会
に
向
け
で
、
国
策
樹
立
要
請

運
動
が
強
力
に
推
進
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
昭
和
三
十
五
年
の
第
三
十

五
回
臨
時
国
会
で
、
λ
権
尊
璽
の
建
前
か

ら
、
同
和
対
策
審
議
会
設
置
法
案
を
。
内

閣
委
員
会
に
所
属
す
る
政
党
で
共
同
提
案

し
、
出
席
者
の
全
貝
一
致
を
も
っ
で
、
可

決
し
ま
し
た
。

同
和
対
策
審
議
会
は
、
内
閣
総
理
大
臣

の
諮
問
機
関
と
し
て
、
委
貝
二
十
名
と
専

門
委
貝
五
名
で
構
成
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

中
に
は
、
同
和
地
区
出
身
の
代
表
六
名
が

参
加
し
て
、
答
申
の
作
成
に
あ
た
り
ま
し

た
。そ

の
後
審
議
会
は
、
同
和
地
区
の
実
態

把
梶
の
た
め
、
全
国
お
よ
び
特
定
地
区
の

調
侖
を
行
な
い
、
つ
い
に
四
十
年
八
月
十

一
日
に
内
閣
総
理
大
臣
に
答
申
を
し
ま
し

た
。

基
本
的

人
権
問
題

答
申
は
、
前
文
、
第
一
部
(
同
和
問
題

の
認
識
)
第
二
部
(
同
和
対
策
の
経
過
)

第
三
部
(
同
和
対
策
の
具
体
策
)
お
よ
び

結
語
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

前
文
で
は
、
答
申
に
と
り
く
む
審
議
会

の
姿
勢
と
、
審
議
経
過
が
書
か
れ
で
い
ま

す
。と

く
に
、
同
和
問
題
は
、
人
類
普
遍
の

原
理
で
あ
る
入
間
の
自
由
と
平
等
に
関
す

る
問
題
で
あ
り
、
日
本
国
憲
法
で
保
障
さ

れ
で
い
る
基
本
的
入
権
に
か
か
る
課
題
で

あ
る
と
。
高
い
次
元
で
こ
の
問
題
を
と
ら

え
、
早
急
な
解
決
こ
そ
国
の
責
務
で
あ
り

同
時
に
国
民
的
課
題
で
あ
る
と
結
び
、
解

決
の
必
要
性
を
強
調
し
で
い
ま
す
。

差
別
は

実
存
す
る

第
}

部
は
、
同
和
問
題
の
本
質
お
よ
び

同
和
問
題
の
概
観
の
二
つ
の
節
か
ら
な
っ

て
い
で
、
総
論
と
い
っ
た
内
容
を
含
ん
で

い
ま
す
。

そ
の
な
か
で
、
同
和
問
題
の
本
質
を
、

近
代
社
会
に
お
い
て
部
落
差
別
と
は
、
何

人
に
も
保゙
障
さ
れ
て
い・
る
市
民
的
権
利
と

自
由
の
侵
害
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
す
る

と
と
も
に
部
落
差
別
が
現
実
の
社
会
に
実

存
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

ま
た
、
同
和
地
区
調
査
に
よ
り
、
部
落

差
別
の
実
態
が
、
生
活
条
件
の
劣
悪
さ
を

誘
致
し
、
環
境
の
悪
化
を
生
ん
で
い
る
こ

と
を
明
ら
か
に
し
、
部
落
差
別
の
解
消
は

心
理
的
。
観
念
的
差
別
を
と
り
あ
げ
る
だ

け
で
は
解
消
で
き
な
い
。
部
落
差
別
を
存

続
さ
せ
る
要
因
は
、
社
会
体
制
の
中
に
あ

る
と
指
摘
し
ま
し
た
。

積
極
的
な

対
策
を

第
二
部
は
、
部
落
改
善
と
同
和
対
策
、

解
放
運
動
と
融
和
対
策
、
現
在
の
同
和
対

策
と
そ
の
評
価
と
い
う
三
つ
か
ら
な
っ
て

い
ま
す
。

現
在
ま
で
の
同
和
対
策
に
ふ
れ
、
同
和

問
題
の
根
本
的
解
決
に
対
す
'一
、
政
府
の

姿
勢
の
欠
除
を
指
摘
し
、
今
後
の
あ
り
方

と
し
で
、
地
区
の
特
性
に
即
応
し
た
総
合

対
策
と
し
て
、
地
区
住
民
の
自
主
的
運
動

と
調
和
を
保
ち
、
積
極
的
に
諸
施
策
を
実

施
す
る
こ
と
を
提
言
し
て
い
ま
す
。

第
三
部
で
は
、
同
和
対
策
の
基
本
的
目

標
を
示
し
て
い
ま
す
。

総
合
対
策
と
し
て
の
同
和
対
策
は
、
生

活
環
境
の
改
善
、
社
会
福
祉
の
充
実
、
産

業
職
業
の
安
定
、
教
育
文
化
の
向
上
、
基

本
的
入
権
の
擁
護
の
五
つ
の
柱
を
た
て
、

具
体
案
を
提
示
し
ま
し
た
。

同
和
対
策
は

国
の
責
務

結
論
と
し
て
、
同
和
対
策
を
国
の
責
務

と
し
、
政
策
の
中
に
明
確
に
位
置
づ
け
る

こ
と
と
し
、
同
和
対
策
と
し
て
実
施
す
る

諸
施
策
に
対
す
る
制
度
的
保
障
と
し
て
、

特
別
措
置
法
の
制
定
、
審
議
会
の
設
置
、

地
方
公
共
団
体
に
対
す
る
財
政
的
助
成
措

置
、
総
合
計
画
の
策
定
な
'ど
が
提
言
さ
れ

ま
し
た
。

以
上
が
同
和
対
策
審
議
会
の
答
申
、
い

わ
ゆ
る
「
同
対
審
答
申
」
と
い
わ
れ
て
い

る
内
容
の
概
要
で
す
が
、
こ
の
答
申
が
も

と
に
な
り
、
答
申
の
完
全
実
施
を
求
め
る

全
国
の
同
和
地
区
の
人
た
ち
を
中
心
に
し

た
力
が
、
さ
ら
に
大
き
く
発
展
し
、
地
方

自
治
体
を
含
め
た
大
き
な
国
民
運
動
と
な

っ
て
、
政
府
や
国
会
を
動
か
し
、
昭
和
四

十
四
年
七
月
十
日
「
同
和
対
策
事
業
特
別

措
置
法
」
が
制
定
さ
れ
施
行
さ
れ
た
の
で

す
。


